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メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。  

JAM 会報メール第 46 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を毎月中～下旬ごろ、会報メールにて発信いたします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

＜目次＞＜目次＞＜目次＞＜目次＞            〔ページ〕〔ページ〕〔ページ〕〔ページ〕    

 

メータオクリニック院長、来日決定！                 〔３〕 

    

    

メソトマンスリー                          〔３〕 

 

 

国内から  

 

・ グローバルフェスタ２０１２のご報告                〔７〕 

 

 

 

編集後記                                           〔８〕 
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タイ・ビルマ国境の町メーソート。 
そこで祖国ビルマを離れてタイへ渡って来た 
15 万人の難民・移民に無料診療を続ける 
「メータオ・クリニック」 
   
ビルマが「民主化」に向けて変動する一方で、 
保護を求めてタイへ渡る患者や子どもの数は 
 
世界の目が国内へと向き始める中 
必要な支援を得ることは 
ますます困難となっている。 
  
自身もカレン人難民である 
院長シンシア・マウン医師が 
20 年以上にわたる活動、そして国境のいまを語る。 

 

国境の難民診療所国境の難民診療所国境の難民診療所国境の難民診療所    

医師医師医師医師シンシアシンシアシンシアシンシア・・・・マウンマウンマウンマウン講演会講演会講演会講演会    

   

 

 

 

 

 

写真：渋谷敦志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加費はすべてメータオ・クリニックへの参加費はすべてメータオ・クリニックへの参加費はすべてメータオ・クリニックへの参加費はすべてメータオ・クリニックへの    

寄付とさせていただきます。寄付とさせていただきます。寄付とさせていただきます。寄付とさせていただきます。    

    

主催： 

メータオ・クリニック支援の会  

ビルマ市民フォーラム 日本ビルマ救援センター 

公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本 

共催：公益財団法人日本財団 

【大阪会場】11 月 24 日 （土） 

  

大阪府大阪市ドーンセンター4 階大会議室１ 18:00

～   

参加費 500 円   

  (担当：中尾恵子 brcj@syd.odn.ne.jp) 

 

シンシア・マウン医師 略歴 

 

1985 年ヤンゴン大学医学部卒業 

1989 年メータオ・クリニック創設 

2002 年ラーマン・マグサイサイ賞受賞 

2005 年ノーベル平和賞ノミネート 

2012 年 Democracy Award 受賞 

【越前会場】11 月 21 日 （水） 
 
福井県越前市健康福祉センター4F 多目的ホール 
19：00～20：00  
 参加費無料 
（担当：泰圓澄一法 taian1973@gmail.com ） 
 
【福井会場】11 月 22 日 （木）  
      
福井県福井市 AOSS A6F 601A  
18：45～19：30 参加費無料 
チャリティー夕食会  
19：40～21：30 参加費 1 万円  
（担当 林宏征、畑勝浩：midorikanjp@gmail.com） 

【横浜会場】11 月 19 日（月） 
 
神奈川県横浜市東洋英和女学院大学 13:10～16:20 
参加費 学生無料 一般 1000 円 
    ＊事前申し込み必要＊事前申し込み必要＊事前申し込み必要＊事前申し込み必要        
お名前、ご所属、ご連絡先を添えて 
11 月 10 日までに下記までお申し込みください。 
（担当：田辺文 support@japanmaetao.org） 

【東京会場】11 月 17 日（土） 

 

東京都港区日本財団ビル 1 階バウルーム 14:00～  

参加費 1000 円  

通訳 田辺寿夫（U Shwe Ba） 

歓迎会 同ビル 8 階 18:00～ 参加費 2000 円 

（担当：田辺 support@japanmaetao.org） 



ＪＡＭ会報 第４６号 

2012 年１０，１１月発行 

 

メータオクリニック院長、来日決定！ 

【東京＝田辺 文】 

 

メータオクリニックの院長、シンシア先生が来月メータオクリニックの院長、シンシア先生が来月メータオクリニックの院長、シンシア先生が来月メータオクリニックの院長、シンシア先生が来月、、、、日本を訪れます。日本を訪れます。日本を訪れます。日本を訪れます。    
 
「いつかシンシア先生を日本に呼びたい・・・」 
それは JAM のメンバーがずっと考えていたことです。 

 
しかし、昨今のビルマの変動、変わらないクリニック、変わる周囲の状況、そして予期し

なかった不確定さに計画は困難を極めました。しかし、たくさんの人のご協力で、少しずつ

準備が整いつつあります。 
 

１人でもたくさんの方にお越しいただき、報道では見えない本当のビルマ、「民主化」と「経

済発展」の陰で、国境が経験していることを一緒に勉強できればと思います。 
 

そして、何があっても乗り越えてきたシンシア先生の明るさとおおらかさに触れ、一緒に

応援していこうと思ってくださる方が出てきてくれたら、こんなに嬉しい事はありません。 
  

東京、横浜、福井、大阪と講演旅行は続きます。 
JAM の現地スタッフ（前川・田畑）が同行し、クリニックの説明をお手伝いします。 
また会場では写真家、渋谷敦志さんのミニ写真展も併設します。 

  
会場でお会いできるのを楽しみにしています。 
 
また、お手伝いいただける方がいらっしゃいましたらまた、お手伝いいただける方がいらっしゃいましたらまた、お手伝いいただける方がいらっしゃいましたらまた、お手伝いいただける方がいらっしゃいましたら    

support@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.org（担当：（担当：（担当：（担当：    田辺）までご連絡ください。田辺）までご連絡ください。田辺）までご連絡ください。田辺）までご連絡ください。    
    
    
    
    
 

メソトマンスリー    
 

今できないこと今できないこと今できないこと今できないこと                                                        

【メーソート＝前川 由佳】 

    
    

7 月から叫ばれて続けてきたクリニックの資金難。 
 
医療を提供し続けるため、様々な対策が挙げられてきた中、その影響は少しずつかたちと

なって現れてきました。 
 
 

講じられている対策のひとつ、メソト病院への転送制限メソト病院への転送制限メソト病院への転送制限メソト病院への転送制限。 
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メータオ・クリニックで治療ができない患者さんはメソト病院(タイの病院)へ転送し、さら

なる治療を受けることができます。その場合の治療費は、滞在費を含めて全額クリニックが

負担します。実はこの費用がクリニックの支出の中で最も大きいのです。 
 
そこで、最低限の医療を優先するために、この転送基準に制限が設けられました。 
転送基準は、若者を中心に、緊急性のある患者のみ、治療費の目処がつく患者のみ、など。 
 
とある日、すごい勢いでトラクターがクリニックへと入って来ました。 
その荷台には、血を流した男性がぐったりと横たわっています。 
運転する友人は事故にあったんだ！助けてくれ！と叫びながら男性を外科病棟へと運びま

した。施された治療は開いた傷口の縫合。しかし、患者さんの意識ははっきりとせず、耳か

らも血が流れて続けています。内部に出血がある可能性があります。 
状態を把握するため、さらなる検査が必要。 
しかし、検査をするためには、メソト病院への転送が必要です。 
治療にあたるスタッフに転送しないのか、そう聞くと付き添いの彼へこう伝えました。 
 

「クリニックからは転送できない。自分でメソト病院へ連れて行って「クリニックからは転送できない。自分でメソト病院へ連れて行って「クリニックからは転送できない。自分でメソト病院へ連れて行って「クリニックからは転送できない。自分でメソト病院へ連れて行って

診てもらってください。」診てもらってください。」診てもらってください。」診てもらってください。」    
 
脳を含めた全身の検査には膨大な費用がかかります。検査をしても助かるかどうか。治療

できる可能性があったとしても、そこにかかる費用はどれほどか予測がつきません。 
転送制限を考慮した判断でした。 
スタッフの言葉に、涙を流しながら訴える彼。 
「わかったから、誰かついて来てくれ。こいつには家族がいるんだ。子どもだって生まれ

たばかり、まだ小さいんだよ。助けてくれ、お願いだ。」 
ひとりでタイの病院に行くのは不安です。ましてや傷ついて意識もはっきりしない男性を

連れて、ひとりで向かうなんて。彼の気持ちはその場にいた全員がわかっていました。 
スタッフの誰かが付き添わないと動き出さなそうな彼。その横にはぐったりとする男性。 
 
男性の命を助けるため、一秒一刻を争う状況に、スタッフは苦渋の面持ちでこう伝えまし

た。 

「一緒には行けない、クリニックからの転送ではないから。」 
 
 
彼は男性をトラクターに乗せてメソト病院へと向かいました。 
その後、男性が治療を受けられたか、助かったのか、払えるだけの治療費があったのか、

わかりません。 
 
 

「彼だけじゃないんだ。こういう患者はいっぱいいる。「彼だけじゃないんだ。こういう患者はいっぱいいる。「彼だけじゃないんだ。こういう患者はいっぱいいる。「彼だけじゃないんだ。こういう患者はいっぱいいる。    
1111人を助けられてもみんなは助けられないんだ。人を助けられてもみんなは助けられないんだ。人を助けられてもみんなは助けられないんだ。人を助けられてもみんなは助けられないんだ。    
クリニックは今お金がないから、クリニックは今お金がないから、クリニックは今お金がないから、クリニックは今お金がないから、    

僕たちではどうすることもできないんだよ。」僕たちではどうすることもできないんだよ。」僕たちではどうすることもできないんだよ。」僕たちではどうすることもできないんだよ。」    
    

 
男性に治療を施せないこと、彼の叫びに応えられないこと、どうすることもできないこと。 
唯一の救いの場として傷ついた男性を決死の思いで連れてきた彼の気持ち。 
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少しの間だけクリニックの医療に関わっている私たちですら、やるせなさと無力感を感じ

る中、何十年もこの場で命を診てきた彼らにとって、今できないこと、がどれほど辛いもの

なのか、その気持ちは計り知れません。 
 

12 月までに必要な転送にかかわる費用の不足金額は約不足金額は約不足金額は約不足金額は約 1300130013001300 万円万円万円万円    (500(500(500(500 万バー万バー万バー万バー

ツツツツ) ) ) ) 。 

これだけの命を、つなげられないかもしれません。 

    
    
きょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめ                                            

【メーソート＝田畑 彩生】    
    
今月は、 淵上 恵麻(ふちがみ えま)ちゃん １ヶ月 です。 
 
私は 10 月 3 日に生まれました。 
私のママは JAM の事務局でボランティアをしています。 

 
 
お仕事もお家の事も子育ても両立出来る、みんなの自慢、スーパーママです。 
JAM のみんなの憧れで、なくてはならない存在だよってみんなから言われます。 
 
私の将来の夢はまだ生まれたばかりで分かりませんが・・・ 
パパはスチュワーデス！と言います。（パパの夢はパイロットだったそうで） 
でも、「冗談だよ。何でも好きなものがいいよ。」と言っています。 
 
ママは「恵麻」の「恵」のように、困っている人を助けられるような仕事をして欲しいなと

言います。どんな仕事かなぁ。 
 
私のお兄ちゃんは蒼空お兄ちゃん。とっても優しいお兄ちゃんです。 
ママは、いつか私とお兄ちゃんと一緒にメータオに行きたいそうです。「本当はその頃にはメ

ータオの役割が終わっているといいのだけどね」とママはよく私に話をしてくれます。 
難しくてよくわからないけど、どんなところか行ってみたいな。 
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（写真：お兄ちゃんと私） 

    
    
    
病院食への３年間の支援が決定しました。病院食への３年間の支援が決定しました。病院食への３年間の支援が決定しました。病院食への３年間の支援が決定しました。            

【メーソート＝田畑 彩生】 

                

 

９月２３日、日本財団の笹川陽平会長をはじめ、多くの皆様がメータオ・クリニックと国

境の移民学校を訪問されました。 

先日、日本財団さんよりご支援頂いた、メータオ・ク

リニック病院食への３年間の支援プログラムが始まり

ました。ご訪問頂き、ご支援頂きありがとうございます。 

 

写真は、メータオ・クリニックにてスタッフとの現状

確認会議の最中です。 

写真提供；富永夏子様 

 

 

 

 

 

私の密かな野望…私の密かな野望…私の密かな野望…私の密かな野望…    

【メーソート＝田畑 彩生】 
 
 糖尿病の患者さんの足処置中です。 
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「出来るよ！私も手伝うから、ぜひやってみて！」 
 
外科スタッフのシャーポウさんとウェーサイさんに励まされ、スタッフマネージャーに許

可を頂き、９月頃より、糖尿病の患者さまの足の処置を実施させて頂いています。 
スタッフの方々は皆さんとても親切で、色々と教えて下さいます。的確に膿を出すために

切開をするのですが、その技術は素晴らしく、いつも深く感心しています。ご家族の方も、

いつも包帯交換に付き添い、足を支えます。 
  
彼女は、今回初めて糖尿病であると診断されました。左足の先は傷口になっていて感染を

しています。あまりよい状態ではなく、足の先を切断することも検討されています。 
ただ、傷口の感染はありますが、末梢神経障害も軽度で、血流も良好です。まだ痛みも感

じます。現在は、毎日、足を生理食塩水で洗浄し、軟膏をぬり、包帯を交換し、抗生剤を内

服しています。これ以上、感染が進まない事を願います。 
 東京でもメータオクリニックでも、糖尿病の患者さまの足の処置は、基本的には、足をよ

く洗う事。毎日の包帯交換の後は、傷口になっていない右足の先の観察と問診も欠かしませ

ん。 
 
 2012 年１月〜６月上半期のメータオクリニックを受診された糖尿病患者さまの他院転送

費用は、眼科と HIV に次ぐ第３位。 
これは、メータオクリニックでは現在、血糖測定などの継続的な詳しい検査が不可能な事、

バランスの悪い食生活と飲料などによる糖分のみの摂取や低栄養、未治療の患者さまが多く

重症化してからの受診が多い事も転送にかかる費用を高額にしてしまう要因の一つです。 
 

 糖尿病は、内服薬などで継続的な治療と生活習慣の見直しと改善、合併症の発生予防が重

要視される疾患です。そのためには、患者さまご自身の健康管理に対する意識を向上させな

ければなりません。 
近いうちに、この写真に写っているいささか肉付きの良いご主人さんや付き添っていらっ

しゃる息子さんにも健康教育が出来たらいいな。そして日本の病院でおこなっているような

糖尿病の患者さま向けの糖尿病教室がメータオクリニックでひらけたらいいな…と密かな野

望が膨らみます。 
 
 

国内から 

グローバルフェスタ２０１２の報告グローバルフェスタ２０１２の報告グローバルフェスタ２０１２の報告グローバルフェスタ２０１２の報告        

 
【東京＝高澤 彩】 

 
グローバルフェスタは、市民に国際問題を身近に感じてもらうことを目的として、毎年 10

月 6 日の“国際協力の日”に合わせて開催される国際協力イベントです。 

 

今年も 10 月 6 日・7日と、日比谷公園で開催され、多くの NGO や国際機関などの出展者の

一つとして JAM もブースを設けました。夏のように暑かった 6 日も、朝から雨降りだった 7

日も、子どもからお年寄りまでたくさんの人で会場は溢れていました。工夫が凝らされた各

団体のブースを巡る人、食べ歩きする人、ビラを配り歩く人・・・毎回のことながら、この

グローバルフェスタでは、世界各地、幅広い分野で活動する団体の多さに圧倒されます。ま

た、これほど多くのの団体が世界各地、各分野で活動しないといけないほどの問題があるこ

とについて、改めて考えさせられます。 
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JAM ブースでは、東京近郊のみならず遠方よりも多くのボランティアの方にお手伝い頂い

て、メータオクリニックや JAM の活動内容のパネル展示の他、夏のスタディーツアーで仕入

れてきた国境地域の民芸品・書籍・T シャツなどを販売しました。呼び込みやチラシ配りを

始め大活躍していただき、本当に感謝です。ドイツの竪琴(ライア)の演奏もしていただき、

とても素敵な雰囲気のブースとなりました。（夕方の涼しい空気の中での演奏はとても心地良

いものでした！） 

 

テトルクリエイティブ様にご協力いただいた、素敵なチラシとポスターで 11 月 17 日のシ

ンシア先生の講演会の宣伝をしましたが、やはり存在感あるポスターは道行く人々の視線を

集め、立ち止まって読んで行く人の姿が目立ちました。 

 

ビルマや医療に関心があり、スタッフとゆっくりお話しされて行く方、民芸品に目を引か

れて立ち寄り、国境の人々の素晴らしい手しごとに感動して行かれる方、ポスターをじっと

読み込まれる方、ライアの演奏に足を止め、聞き入って行かれる方、現地で頑張っている看

護師がいることを知り、応援の言葉を下さる方など、様々な方が JAM ブースを訪れて下さい

ました。  

JAM にとって、多くの素晴らしい出会いがあったことはもちろんですが、あの場を訪れて

下さった皆様にとっても少しでもそう感じて頂けたならとても嬉しく思います。 

 

そして何より、メータオ・クリニックや国境のこと、少しでも多くの人に伝わっていれば

いいなぁ・・・と。 

  

★ブース前にてライアの演奏★             ★ブースにて★ 

         

 

 

編集後記 
  

来月、シンシア院長が来日します。JAM 設立時から在籍しているわたしも実は、シンシア先生

にお会いするのは初めてです。 
今回の来日にあたっては、多くの方々のご協力とご尽力があり、実現することとなりました。 
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本当にありがとうございます。 
現在、１１月１７日の東京講演を皮切りに、横浜、福井、大阪で講演の準備をしています。 
 
 
そんなこんなで１１月は、JAM 創立以来の最大イベントがあるため、シンシア院長来日報告は、

１２月にまとめてご報告させていただきたいと思います。 
 

東京講演は、JAM のスタッフがそろいます。 
大阪での講演の翌日は、関西エリアは、大阪は大阪マラソン、神戸では神戸マラソンを開催す

るそうです。そして京都は、紅葉まっさかり。 
 

ぜひ、ご都合がつくようでしたら、どこかの会場に足をお運びいただけると幸いです。 
そしてお越しいただいたら、「JAM の会員です」と教えてくださいね。よろしくお願いします。 

 
 
 

次号の予定 
 

来月１１月は、メータオクリニックの院長であるシンシア医師が来日予定です。当会の現

地スタッフも来日して同行します。したがいまして今号は合併号とさせていただきました。

ご了承ください。 
次号の JAM の会報は、１２月中～下旬ごろ発行の予定です。 
ホームページは、随時更新していきますので ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 
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日本事務局宛て日本事務局宛て日本事務局宛て日本事務局宛て E メールメールメールメール    ： support@japanmaetao.org 

 

ホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレス         ： www.japanmaetao.org 
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